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1.　はじめに
ルワンダ王国には、四世代に一回出現する牛王と、その四世代前に死んだ
牛王の霊を中心に、歴代の王と王母の霊も加わって、王国の生命力を幽明二
界にわたって更新しようとする大規模な儀礼があった。それが水飼い（牛に
水を飲ませること）儀礼である。
儀礼の手順は『王朝秘典（Ubwiru）』の最も長く複雑な第 IX章「水飼い
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の道（Inzira y’ishoora）」 （d’Hertefelt & Coupez 1964: 98–153）に定められて
いる。全 1252行 1のテキストの梗概を記せば、まず、牛王（ここではMua-
tara王）が水飼い儀礼の実施を決め、儀礼の起点となる牛王の都と王権雄牛
の都を作って移動する（9–81行）。次に、王権太鼓などのレガリアを新しく
する（82–686）。分量的にはここまでで約半分である。後半では、牛王は自
分の後継者（将来の Kigeri王）を公表し、Nyabarongo川の東に水飼い儀礼
場と王宮を作らせ（687–733）たのち、Gasekeで祀られる四世代前の牛王
（Cyirima王）のミイラに水飼い儀礼の開始を通知する（734–759）。新旧二
人の牛王は各々牛群を連れて Nyabarongo川を東に渡り（760–896）、それ
ぞれの水飼い儀礼を行う（897–1128）。終わると、Cyirimaのミイラは Ru-
tareの王家墓地に運ばれ（埋葬はされない）、Mutara王はMuganza王宮に
行く（1129–1163）。他方、Cyirima王をはじめとする歴代の王に仕える儀
礼家たちは、ルワンダ南西の土酋国 Bukunziを攻めて殺人と略奪をはたら
いた後、Muganza王宮へ凱旋する（1164–1203）。最後に、儀礼家たちに褒
美が与えられ（1204–1217）、一般人への祖先祭祀制限令が出され（1218–
1223）、儀礼家・太鼓・牛は引き揚げ（1224–1249）、牛の繁栄と牛王の長寿
が予言される（1250–1252）。
中心テーマをまとめると、（1）四世代に一度の王権太鼓と王権金槌の更
新、（2）牛王の後継者（将来の Kigeri王）の公表、（3）先代の牛王とその
牛群の西から東への渡河と水飼い儀礼、（4）それと並行する当代の牛王とそ
の牛群の渡河と水飼い儀礼、（5）先代の牛王のミイラの Rutare墓地への搬
送、（6）Bukunziへの儀礼的遠征と凱旋、そして（7）四世代ごとに発令さ
れる一般人民における三代以上の祖霊の崇拝禁止である。
紙数の関係で本稿は（1）のレガリアの更新を扱い、（2）以降は次稿に譲
る。以下の序説は儀礼全体に対する総序とする。
 1 Kagame （1947: 386）は 1257行と書いている。彼が 1947年の論文を書くときに
使ったテキストと現存の d’Hertefelt & Coupez 1964所収のテキストには、改行の仕
方だけでなく、内容も多少違っている可能性がある。後掲の訳文 600行以下を参照。
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2.　「水飼いの道」と「不敬の道」「即位の道」
水飼い儀礼には、前稿「ルワンダ王の葬式」「ルワンダ王の即位式」で見
た一代ごとの王権の更新の儀礼と多くの共通点・共通構造がある。例えば、
（1）のレガリアの更新と（6）の Bukunzi遠征は即位式の中心テーマでもあ
り、太鼓（即位式では一代ごとの起臥太鼓、水飼い儀礼では世代を超えた王
権太鼓）の更新に大きなスペースが割かれている。さらに、各代の王権の更
新において先王の葬式と新王の即位式とが分かちがたく組み合わされていた
のと同様、水飼い儀礼では四代ごとの王権の更新に四世代前の牛王の葬式の
一部が組み込まれている。
この観点からみると、「不敬の道」「即位の道」に規定された一世代ごとの
王の交代儀礼を大規模にして四世代ごとの牛王の交代儀礼に変換したのが
「水飼いの道」に描かれた水飼い儀礼であると考えることができるだろう。
前稿「ルワンダ王の葬式」で牛王独自の埋葬法に深入りしなかったのも、牛
王の葬送は水飼い儀礼の脈絡で見た方が分かりやすいからであった（宇野
2012: 82, note 116）。その牛王の埋葬は、「不敬の道」181–199行に次のよう
に要約されている：
［XV, 181–199: 牛王の埋葬法］
［181］ 牛の王の場合、
水飼い儀礼をした者（＝先代の牛王 Cyirima王のミイラ）は
Rutare2に残り
Nyaatwaたち3が、前（の牛王）と同様に、彼と住む。
Mutara王（＝今の牛王）が死ぬと、
 2 ［XV, 182］Rutare: 王家の墓所の一つ。Kigeri、Mutara、Cyirimaとその妃を葬っ
た。Buganza西北部、Muhazi湖の北西、今の Kigari県 Rutare町。 
 3 ［XV, 183］「Nyaatwaたち」： Rutare王墓を管理する儀礼家集団（d’Hertefelt & 
Coupez 1964: 483）。
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［185］ KabuyeのMuseke4でミイラにし、
そこから Ruhangaの Joma5に運ぶ。
宮廷で人々が剃髪した（＝喪が明けた）日の夜、
Cyirima王（のミイラ）を Rutareで埋葬する。
Mutara王（のミイラ）は Jomaにとどまる。
［190］ Kigeri王（Mutaraの後継者）は Bwanacyambwe6で即位して
いる。
彼が Nduga7に行くために Nyabarongo川を（西に）渡る日の夜、
Mutara王（のミイラ）も Kinani8の渡しで（川を西に）渡る、
Gaseke9で牛たちのために君臨するために（IX, 806）10。
この時、Rugabo鼓 11は Koobwaリニジ 12を去り、
 4 ［XV, 185］「KabuyeのMuseke」： Buriiza中部の山の名（今の Kigari県 Bweram-
vura町）（d’Hertefelt & Coupez 1964: 473）。
 5 ［XV, 186］「Ruhangaの Joma」： Bumbogo北部の Ruhanga山地の一部（今の
Kigari県 Shyombwe町）（d’Hertefelt & Coupez 1964: 463）。
 6 ［XV, 190］Bwanacyambwe: 西と南の Nyabarongo川、北の Nyabugogo川と
Muhazi湖、東の一連の川に囲まれた地域で、今の Kigari県の一部。宮廷儀礼で
Ndugaと対立するときは、Nyabarongo川の東の地域を指す（d’Hertefelt & 
Coupez 1964: 452）。
 7 ［XV, 191］Nduga: ルワンダ中部、今の Gitaramaの中西部で、ルワンダ王国の中
心部だった。広義には、Bwanacyambweと対比させて、Nyabarongo川湾曲部と
Mwogo川の間の地域を指す（d’Hertefelt & Coupez 1964: 476）。
 8 ［XV, 192］「Kinaniの渡し」： Rukomaと Bumbogoの間の Nyabarongo川の渡し
で、Nyamagana川の河口近くのMuseenyi丘のふもとにある。今の Gitarama県
Remeera町 （d’Hertefelt & Coupez 1964: 467）。この渡しは Gaseke牛王祠の儀礼
家一行が使う。
 9 ［XV, 193］Gaseke: Rukoma西部の丘の名前。今の Gitarama県の Rutobwe町。
 10 （ ）内のアラビア数字は行、ローマ数字は章を指す。IXは「水飼いの道」であ
る。
 11 ［XV, 194］「Rugabo鼓」：牛王のミイラが Gasekeにいる間､ この太鼓も Gaseke
にいる。遺骸が Rutareに移されると、Rugabo鼓はMuseenyiの Koobwaリニジ
の所に行き、次の牛の王が死んでミイラが Gasekeに来るまで、Museenyiにと
どまる。伝承によると、Rugabo鼓は Cyirima II Rujugiraの軍隊に殺されたブル
ンジの王Mutaaga Seebitungwaの起臥太鼓だった（Kagame 1951: 44; d’Hertefelt 
& Coupez 1964: 488）。
 12 ［XV, 194］「Koobwaリニジ」： Ndoba王の子Mukoobwaを名祖とするリニジ。
宮廷儀礼家の第四位で、王権太鼓の Karinga鼓を管理した（Delmas 1950: 34; 
Kagame 1947: 369–370; Kagame 1963: 20–22; d’Hertefelt & Coupez 1964: 468）。
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［195］ Gasekeに来る（IX, 804–806）。
もしその鼓面の皮が古びていたら、
牛軍「言葉」13の牛の皮を張る、
Rwangampuhwe14一族の所の。
Gishyoza鼓 15が Gasekeに戻って首座に着く（IX, 802）。
簡単に説明すると、牛王（ここでは Cyirima王とされる）は他の王のよ
うに死後四か月では埋葬されず、ミイラとして Gasekeで「牛のために君
臨」し続け、四世代後に現れる次の牛王（つまりMutara王）と一緒に水飼
い儀礼を主宰する。水飼い儀礼が終わると、ミイラは Rutareの王家墓地に
移されて保管される。（ここまでが水飼い儀礼の範囲で、「水飼いの道」の後
半部に詳述されている。）その後、Mutara王が（理想的には長生きした後
で）死んだら、死体はミイラにして保管され、跡継ぎ息子が Kigeri王とし
て即位する。Mutaraの死の四か月後に（ふつうならMutaraのミイラが埋
葬されるところだが、そうではなく）四世代前の Cyirimaのミイラが埋葬
される。Kigeri王が王国の政治的中心地 Ndugaに移る時、Mutaraのミイラ
は Gasekeに移り、四世代後に次の牛王（Cyirima）が水飼い儀礼を行う時
まで「牛のために君臨」するのである。
3.　時間と空間の枠組み
水飼い儀礼および牛王の葬送儀礼は長い時間をかけて国土の広い範囲を移
動しながら展開されるので、その時間的・空間的な枠組みを理解しておく必
 13 ［XV, 192］「牛軍『言葉』」（Invugo）： Cyirima II Rujugiraが作った牛軍で、Cy-
irima IIのミイラの管理人が要求すると牛を Gaseke祠に献上した（Kagame 
1961: 48–49）。
 14 ［XV, 198］Rwangampuhwe: Konoクランの人の名で、二十世紀初に「言語」な
ど複数の牛軍を管理していた（d’Hertefelt & Coupez 1964: 490）。 
 15 ［XV, 199］「Gishyoza鼓」： CyirimaII Rujugiraの起臥太鼓で、「平定者」を意味す
る。牛の王のミイラが Gasekeにいる間、その傍にいて、ミイラが Rutareに移動
する際はそれに随行し、次の牛の王が死ぬと Gasekeに戻る（Kagame 1963: 25; 
d’Hertefelt & Coupez 1964: 458）。
―126―
要がある。
後期のルワンダ王国では、王の称号はMutara–Kigeri–Mibambwe–Yuhi
と Cyirima–Kigeri–Mibambwe–Yuhiという二つの四代周期を交互に繰り返
すのが理想とされた（宇野 2007: 122–123）。牛王（Mutaraと Cyirima）は、
自分の後継者から次の牛王までの四世代の王、つまりMutaraの場合は
KigeriからMibambwe、Yuhi、Cyirimaまで（これをMutara周期と呼ぶこ
とにする）、Cyirimaの場合は KigeriからMibambwe、Yuhi、Mutaraまで
（これを Cyirima周期とする）の王を産む女性（王母）の出身クランを予め
決めておく権限があり、死後もミイラのままで「牛のために君臨」し、自分
の周期の四世代の王を後見した。
そして一つの周期の終点と次の周期の始点の結節点で水飼い儀礼が行われ
たのである。実際、牛王が水飼い儀礼を実行できる条件の一つは、彼の母が
亡くなっていることであった（Kagame 1947: 379; Kagame 1971: 208）。当代
の牛王の母は、先代の牛王が遺言によってクランを指定した四人の王母の最
後であり、彼女の死は先代の牛王の周期の終了を表すと考えられる。
これと対応して次の周期の始まりを確保するのが、将来 Kigeri王となる
べき王子の成長であろう。現にそれが、王母の死と並んで水飼い儀礼を実行
する前提条件とされたのである。後継者の実際の年頃については Kagame
の説明に幅があり、水飼い儀礼の時点で「分別の付く年ごろ」になっている
必要があると言ったり、牛王は後継者として選んだ王子に「お前の後継者
（つまり将来のMibambwe王）は誰にするつもりか」と尋ね、それで王子は
自分が牛王の後継者にされていることを悟るとも言っている（Kagame 
1947: 379; Kagame 1971: 208 Kagame 1951: 152, note 218）。後者の場合、王
子は、分別の付く年頃どころか、すでに子供（牛王の孫）が何人もいること
になる。いずれにせよ、先に「水飼いの道」の主要テーマの（2）に挙げた
ように、牛王の後継者（将来の Kigeri王）は公表される。ルワンダには、
王は自分が選んだ後継者の名前を Tsoobe儀礼王と Tege儀礼王と一人の有
力軍人にしか明かさず、王が死ぬまで後継者本人にも秘密にしておくという
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原則があったが（宇野 2007: 122）、水飼い儀礼においては、その原則よりも
周期の最初の王を明示することの方が重視されたのであろう。
各代の葬式・即位式と四代ごとの水飼い儀礼を王権の再生儀礼として重ね
合わせてみると、水飼い儀礼は、一つの周期を後見してきた先代の牛王のミ
イラを埋葬して古い周期を終わらせるという葬送儀礼と、次の周期を後見す
る新しい牛王のミイラを作り、Kigeri王を即位させて新しい周期を開始する
という即位儀礼を組み合わせたプロセスの一環としてとらえることができる
だろう。
周期性とともに水飼い儀礼の枠組みを構成しているのは Nyabarongo川の
西側と東側の象徴的対立であり 16、その二次的変形として北と南の対立があ
る 17。東西の対立の重要性はすでに d’Hertefelt & Coupez （1964: 51–53）が指
摘しているが、彼らは、川の西を première moitié sacrée（第一の神聖な半
分）、東を seconde moitié sacrée（第二の神聖な半分）と呼んで、東と西を
象徴的に等価値な「聖なる半分」とみなしただけで、西と東の象徴的負荷の
質的な違いを弁別せず、南北の対立には気付いていない。彼らにとっては
Nyabarongo川を渡るか渡らないかが唯一の分析指標であった 18。
しかし、実際の空間分類はより複雑であり、東 ： 西 ：： 北 ： 南 ：： 過
去 ： 現在 ：： 死者 ： 生者 ：： 聖 ： 俗という関係が存在したようである。「水飼
 16 Nyabarongo川はルワンダ西南部、Kivu湖の東南、ブルンジ国境の北の Nyun-
gweの森に発し、コンゴ =ナイル分水嶺の東縁を Kivu湖とほぼ平行して北に流
れ、Ndizaの北で東南に向きを変えて Rukoma地方と Bunbogo地方のあいだを
流れ、Kigariの西で南に流れる。ルワンダ王国の政治的中心地 Nduga地方はこ
の湾曲の内側にあり、川を挟んでその東側の Kigariを含む Bwanacyambwe地方
と対比される。
 17 南北の対立は、西側では南の Nduga地方と北の Rukoma-Bumbogo地方の対立
として、東側では Kigariの北を東から西に流れて Nyabarongo川に合流する
Nyabugogo川の下流（南西）と上流（北東）の対立として現れる。この川を東
北に遡ると王家の墓地のある Rutareに至る。
 18 火王の Yuhiは一生涯 Ndugaから出てはならなかった。帯王（＝遠征王）の
KigeriとMibambweはルワンダの内も外も自由に動いてよかった。
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いの道」前半の王権太鼓の更新において、鼓胴にする材木と太鼓の「心臓」
は東や東北に行って調達される。さらに上掲「不敬の道」の牛王の葬送や
「水飼いの道」後半の水飼い儀礼においても、まず西では、北の Gasekeに
牛王 Cyirimaのミイラが君臨し、南の Ndugaに当代の牛王Mutaraがいる。
水飼い儀礼では、二人の牛王が西から東に渡るが、Cyirimaの儀礼場は
Nyabugogo川の北ないし川上（Gatsaata）、Mutaraの儀礼場は南ないし川下
（Muhima）となる。儀礼が終わると、Cyirimaは東北（川上）の王家墓地
（Rutare）に運ばれ（まだ埋葬しない）、Mutaraは東南（Bwanacyambwe）
に残って統治する。Mutaraが死ぬと、死体は北（Museke, Joma）に運ばれ
てミイラにされ、Cyirimaは東北（Rutare）で埋葬される。東北は支配層の
祖先が天から降りてきた方角で、王国の神話的始祖 Gihangaや中興の祖
Ndoriとも結びついている。Mutaraの後継者 Kigeriは東南（Bwanacy-
ambwe）で即位し、西に渡河して王国を統治する。死んだばかりのMutara
のミイラも西に渡るが、南の Ndugaにいる Kigeri王に対して北の Gaseke
で祀られて王国の牛の繁栄を見守る。
4.　「王権太鼓の道」から「水飼いの道」へ
われわれのテキスト分析の基本は、これまでと同様、儀礼の最小のまとま
りにまでテキストを細分化したうえで明確なメッセージを持つまとまりを設
定する共時的な方法（宇野 2013: 89）であるが、「水飼いの道」の場合、テ
キストの成立過程に関する情報があり、通時的な視点も要求される。
すなわち、Kagameによると、「水飼いの道」はMutara I Semugeshiの治
世までは「王権太鼓の道」と呼ばれていたというのである。これにMutara I
が手を入れた結果、「『王権太鼓の道』というタイトルと同じくらいに『水飼
いの道』というタイトルがふさわしい内容になった」のだという（Kagame 
1947: 376–377）。タイトルを変えてよいほど「同じくらいに」水飼いの比重
が高まったという表現は曖昧だが、テキストの分量としては、現在の「水飼
いの道」でも、レガリアの更新（82–686行）の方が水飼い儀礼プロパー（1–
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81, 687–1163行）よりも行数がやや多い。そういう点ではタイトルは「王権
太鼓の道」でも「同じくらいに」ふさわしいとも言えるだろう。言い方を変
えると、どちらのタイトルも現在のテキストの全体的な内容を表しきれない
のである。
先に、「不敬の道」「即位の道」に見える一世代ごとの王の交代儀礼と「水
飼いの道」に描かれた水飼い儀礼に共通点があると述べたが、おそらくヨリ
正確には、その共通点は、太鼓重視の内容から見ても、「水飼いの道」とい
うよりはその原形の「王権太鼓の道」との間の方が多かったのではないかと
思われる。大雑把にいえば、「不敬の道」「即位の道」にヨリ類似した構成
だった以前の「王権太鼓の道」が牛の増殖儀礼の部分 19を中心に増補されて
今の「水飼いの道」になり、「王権太鼓の道」の中心を占めていた王権太鼓
の更新は水飼い儀礼の準備段階として位置づけられる形になったと想定でき
るだろう。
d’Hertefelt & Coupezは、このような通時的重層性の可能性を考慮に入れ
ず、「水飼いの道」は一枚板のテキストとして扱った。そのこともあってか、
儀礼のシークエンスの分け方、まとめ方に関し、彼らと本稿とには多少ズレ
がある。特に、600–686行を、彼らは水飼い儀礼、特に先代の牛王のミイラ
の移動の準備ととらえている （1964: 95）が、本稿では王権太鼓の更新の最
終段階と見ることにする。王権太鼓の動きはミイラの動きとは直接には連関
していないし、王権太鼓の更新はそれ自体が王権の周期的更新の重要テーマ
だからである 20。
 19 「即位の道」の牛の増殖儀礼（宇野 2013: 124–125）には水飼い儀礼は含まれない
が、ブルンジ王の即位式では人身供犠を伴う水飼い儀礼が行われた（Ndayishin-
guje 1977: 31–37）。もしブルンジの方が古い形を保っていたとすると、「王権太
鼓の道」の牛の増殖儀礼にも水飼い儀礼が含まれていた可能性はある。
 20 Kagameは 600–625を王権太鼓の儀礼の一部として扱っているが、626–686には
触れていない。水飼い儀礼プロパーは 704以下の水飼い場の整備から始まると
している（Kagame 1947: 384–385）。
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5.　「水飼いの道」の訳（第一部）
a.　牛王と雄牛の都（1–81）
［1–8: 水飼い儀礼の起点の設定］
牛の王（abaami b iinka）は二人いる :
Mutaraと Cyirimaだ。
彼らの都 21は二つある：
Bumbogo22と Nyundoだ 23。
［5］ 雄牛たちの都 24は四つある：
Gisanze25と、Muganzacyaro26と、
Matovuの Ruyumba27と、
 21 ［3］「都」： -rwa 3, 4. 王宮のある場所のほか、過去の王の宮廷があった場所や、
特定の王や牛と儀礼的に結びついた場所、あるいは重要な王権儀礼の実施と関係
する場所を指した（d’Hertefelt & Coupez 1964: 280）。ここでは牛王が水飼い儀礼
に旅立つ儀礼上の起点となる場所。すべて Nyabarongo川の西にある。「火の道」
13–24にも類似の箇所がある：「火の都は二つ、/Mashygaの Karamaと、/［15］
Kamonyiの Rubonaだ。/火を生む時が/来たら、/卜占官たちが都についてお伺い
を立てる、/［20］ 二つの都について。/吉とされた場所に屋敷を作る。/それは一日
で完成する。/主殿と別棟と/裏庭がある。」（d’Hertefelt & Coupez 1964: 54–55）。
以下、秘典のテキストの出所は、すでに私が翻訳・要約している場合はその箇所
をあげ、それ以外は d’Hertefelt & Coupez 1964の原文・仏訳のページ数を記す。
 22 ［4］ Bumbogo: Nduga地方の丘。今の Gitarama県 Kigoma町（d’Hertefelt & 
Coupez 1964: 450）。213、353で出てくる Bumbogoは別の場所。
 23 ［4］ Nyundo: Nduga地方の丘。Bumbogoの北約 5 km、今日の Gitarama県 Gitisi
町（d’Hertefelt & Coupez 1964: 484）。これと、851、857の「こちら側の Nyun-
do」、896、1043の「あちら側の Nyundo」は、それぞれ別の場所。
 24 ［5］「雄牛たちの都」：王権雄牛が水飼い儀礼に行く出発点。すべて Nyabarongo
川の西にある。
 25 ［6］Gisanze: Mveejuru地方の丘。今日の Butare県Munazi町 （d’Hertefelt & Coupez 
1964: 457）。秘典ではここにしか出てこない。
 26 ［6］Muganzacyaro: ふつうMuganzaと呼ぶ。Nyaruteejaの渡しに面する Rukoma
東部の丘。今日のGitarama県 Kamonyi町。王権雄牛の Insanga牛軍を管理する
Heekaの儀礼家の居宅があった（d’Hertefelt & Coupez 1964: 470–471; Kagame 1963: 
16–18）。このあとの 844に「RundaのMuganzacyaro」として、また「即位の道」
1178、1184には木の名前 umuganzacyaroとして出てくる（宇野 2013: 132–133）。
 27 ［7］「Matovuの Ruyumba」： Nduga地方の丘。Kamonyiの南 7 km。今日の
Gitarama県Mugina町（d’Hertefelt & Coupez 1964: 490）。秘典ではここにしか
出てこない。
―131―
Kaginaの Rubona28だ。
［9–31: 王権雄牛の都の建設と牛の移動］
水飼いするときが来ると 29、
［10］ 卜占官たち 30が行く、
雄牛たちの都を占いに、
四か所すべてについて。
吉とされた所で敷地（ibibanza）を区画し
Nyoro軍 31とHiiza軍 32が建物を作る。
［15］ 屋敷（ingo）が出来上がると、
Tsoobeの子孫 33が（宮廷に）来て
雄牛たちを出発させる。
彼は牛たちを Cyirimaの所 34から出発させる。
 28 ［8］「Kaginaの Rubona」： Bumbogoの西南約 14 kmの Kabagari地方の丘。今
の Gitarama県 Gacu町（d’Hertefelt & Coupez 1964: 487）。秘典ではここにしか
出てこない。15の「Kamonyiの Rubona」、786の「Vugizaの Rubona」は、そ
れぞれ別の場所。
 29 ［9］「水飼い儀礼をする（gushoora）ときが来ると」： -shoor-は「丘の上から下に
降りさせる、谷間に行かせる」「動物を水飼い場に連れて行く」（Coupez et al. 
2005: 2227）。ここでは、王母が亡くなり、後継の王子が成長した後に水飼いの
儀礼をすることを指す。
 30 ［10］「卜占官」（abaraguza b aabiiru）： 王に代って神意を占う宮廷儀礼家
（d’Hertefelt & Coupez 1964: 283/69）。
 31 ［14］「Nyoro軍（Abanyoro）」：名称はウガンダの Bunyoroに由来し、Kigeri III 
Ndabarasaの寵臣 Rukariが作ったとされる（Kagame 1963: 125; Kagame 1972: 
130, 136）。Bunyoroについては、宇野 2010: 180–184参照。
 32 ［14］「Hiiza軍（Abahiiza）」： Rukoma地方の ku Buhizaという地名に由来し、
その長は Cyabaクランで、独自の王号（Muzimanganya, Ndarwubatse, Kimeza-
mahembe, Segisabo）をもったという。原初の王 Gihangaの娘 Nyirarucyabaの
使用人集団が起源と言われ、職務は、王の移動時の荷物担ぎ、宮廷への薪の供
給、水汲みと掃除、宮廷の占いで使う雛鳥、雄羊、雄牛の納付だった（Kagame 
1963: 18–20）。
 33 ［16］「Tsoobeの子孫」： Tsoobeクランはルワンダ王国の神話的創始者 Gihanga
王の庶子 Rutsobeを名祖とし、宮廷儀礼家クランの最上位に位置した。
 34 ［18］「Cyirimaの所」：王宮の Cyirima祠。王権太鼓が保管されている。
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打奏用の太鼓たち（ingoma z imivugo）35や宮廷詩人たち（abasizi）36や
［20］ 笛吹きたちや Imparaたち 37や
Gakondo軍の従僕たち 38を従えて 39。
旅の間、太鼓が雄牛たちのために就寝と起床の合図を鳴らす。
彼らが上記の都に着くと、
就寝の合図を二回、
［25］ 起床の合図を二回、雄牛たちのために鳴らす。
太鼓は宮廷に戻る。
雄牛たちは水飼い儀礼までここで待機し 40、
そこを離れるのは、初穂儀礼のためと
gicuraasi月 41を終わらせるためと、
 35 ［19］「打奏用の太鼓（ingoma z imivugo）」：普通の打楽器として使われる太鼓。
王権太鼓と対比される。
 36 ［19］「宮廷詩人たち」（abasizi）：いくつかの世襲リニジ出身の宮廷詩人が宮廷詩
人隊（umutwe w’abasizi）を構成し、その長は Singaクランが出した（Kagame 
1951: 21–22; d’Hertefelt & Coupez 1964: 316）。
 37 ［20］「Imparaたち」：宮廷で Ryangombe祭祀を行うフツの集団。トゥワととも
に吟遊詩人でもあり、王宮の夜警にも立ち、王の起床時には、鈴かガラガラを鳴
らし、野ウサギのしっぽを頭に乗せて歌い踊った（宇野 2010: 176–177; 宇野
2013: 124）。
 38 ［21］「Gakondo軍の従僕たち（abaja baa gakondo）」： Gakondoは原初の王 Gi-
hangaが初穂儀礼（umuganura）のために作ってその息子 Rutsobe（Tsoobeの
名祖）に与えた軍といわれ、Tsoobeの儀礼王が代々指揮し、Bumbogoの殆どの
住民がこれに属した（Kagame 1963: 26–29）。
 39 ［19–21］王権雄牛が太鼓、笛、Impara、Gakondoなどを従えて行くさまは、「即
位の道」1048–1051、1058–1061（宇野 2013: 124–125）にも見える。
 40 ［27］「水飼い儀礼に行くまでずっと待機し」： -haangaaz-「水飲み場に行く前に
牛が長く待つ」「非常に長く待つ」（Coupez et al. 2005: 755）。出発まで 1年以上
あるので、その間、主要な儀礼のために出張することが次に述べられる。
 41 ［29］「gicuraasi月」： 4月末から 5月に相当する陰暦の月の名前で、この月の終
わりは乾季の始まりと重なり、昼夜の温度差が大きく、人間にとっても家畜に
とっても健康に良くない月とされる（d’Hertefelt & Coupez 1964: 456–457）。
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［30］ 主殿 42で祈願 43をしたときと
新しい都を建てたときだけ。
［32–33: Kigari山の禁令］
そして一年間、Kigari山 44に手を入れさせない 45。
二年目に Rwandaと再び接触する 46。
［34–39: 牛王の都の建設］
卜占官たちが行く、
［35］ Bumbogoと Nyundoのどちらにすべきか占いに。
吉とされた場所に敷地を区切り、
家々（ingo）が全住民によって作られる。
家々ができあがると、
Tsoobeの儀礼王が王に出発をうながしに来る。
 42 ［30］「主殿」（iikambere）：王宮の正門の内側に建てられた大きな建物で、王が
睡眠し、高官を謁見した。20世紀初のMusinga王の Nyanzaの王宮の主殿は直
径 14–16 mあり、父の Kigeri IV Rwabugiriを祀っていたという（Lugan 1997: 
197–198; Pagès 1933: 386）。
 43 ［30］「祈願」（imanza）： Ryangombe祭祀の祈願。
 44 ［32］「Kigari山」：現在のルワンダの首都の南西約 5キロメートルにある高さ約
1800メートルの山で、王家の居所址や儀礼場があった（d’Hertefelt & Coupez 
1964: 467）。
 45 ［32］「手を入れさせない」： -raar: 休耕にする（Coupez et al. 2005: 1855）。Kagame
によれば、水飼い儀礼の準備が始まると、現地暦の 1月（西暦の 9月中ごろ）か
ら 1年の間 Kigari山で林を焼くことが禁止され、2年目は禁止令が全国に広げら
れ、Kigariでは合計 2年休耕になったという（Kagame 1947: 380）。
 46 ［33］「二年目に Rwandaと再び接触する」：儀礼家たちが王権太鼓の心臓を採集
しに Kigariに行く（240行以下）。
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［40–46: 外国人の追放］47
［40］ 王は外国人たち（abanyamahanga）を追払う、
彼のもとに避難してきた者、彼の父親のもとに避難してきた者、
彼の祖父のもとに避難してきた者を追払う。
彼の曾祖父のもとに避難してきた者は、
皆と同じように人民の一部をなす。
［45］ 行く所がある者はそこに行き、
行く所がないものはこの都に残る。
［47–60: 新都への王とレガリアの移動］
王は出発する。
上記（37）の都に到着すると、王宮外広場で
王は発火錐 48を持つ。王権槍 Rwamutara49を持つ。
［50］ 主殿付きの儀礼家たちが王権金鎚 50を持つ。
主殿のお付きたち（abanyakambere）51が王を先導する
主殿の中まで。
王は王座に座り、
 47 ［40–46］外国人の追放：水飼い儀礼を開始するために王が新都に移動するに際し
て、外国人は連れて行かない。外国人の存在は儀礼の実行と結果を損なうと考え
られたらしい。「火の道」144–147にも、「王は外国人を追い払う。/［145］行き場
所のあるものはそこに行き、/ないものはこの都に残る。/王は出発する。」とある
（d’Hertefelt & Coupez 1964: 60–61）。「即位の道」の薬草探しの呪文（738、783）
は「王が外国人たちに汚されませんように」と言っている（宇野 2013: 112）。
 48 ［49］「発火錐」（ubushingw）： 582–591行参照。
 49 ［49］「王権槍 Rwamutara」：王権の象徴の一つで、特に王の軍事的な強さを表す
（宇野 2013: 114）。
 50 ［50］「王権金鎚」（inyundo）：王権の象徴の一つで、日常的に王を保護する呪具
でもある。86–91に名前が列挙される。詳しくは宇野 2013: 94, note 22を参照。
 51 ［50, 51］「主殿のお付きたち（abanyakambere）」：主殿で殆ど終日を過ごす王に
仕える各種の従者で、家具を管理し、王の命令を実行し、役人に連絡に行く
（Pagès 1933: 386）。
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その父ないし祖父に住まいを指し示す 52。
［55］ 王に王権金鎚が差し出される。
王に発火錐が差し出される。
起臥太鼓（ikaramutsa）が鳴る。
王権太鼓たちが入場し、
王に差し出されるが、王は igihubiのリズム 53で叩かず、
［60］ 棚に運ばれる 54。
［61–81: 牛王祠の建設と王権太鼓の収納］
王は非常に早く起きる 55。
Heekaと Tsoobeも。
彼らは屋敷の場所を決める、
Cyirima（またはMutara）の屋敷を、
［65］ 他の屋敷とは離して 56。
それを八日で建てる。
九日目に王は規則に従ってそこに行く。
今回もまた、王は王宮外広場に到着すると
 52 ［54］「住まいを指し示す」（-yobor）：王の屋敷の主殿に父ないし祖父が守護霊と
して祀られたのか、王の屋敷とは別に父や祖父を祀る屋敷があったのか、不詳。
宇野 2013: 93 note 15（主殿）、131 note 142（守護祖先霊）も参照。
 53 ［59］「igihubiのリズム」：王の太鼓を叩くリズムの一種で、神話的な Gihanga王
の時代にさかのぼると言われたという（d’Hertefelt & Coupez 1964: 460）。ここ
では太鼓の到着を王が確認するだけなので、鳴らさずに収納される。
 54 ［60］「棚に運ばれる」：王権太鼓は地面から離して置く。王権太鼓の正式の置き
場である Cyirima祠ができるまで王宮主殿に入れた。
 55 ［61］「非常に早く起きる」：夜明け前は重要な儀礼を行うのに適した神聖な時間
と考えられた。このあと、王権金槌の更新（385）、水飼い儀礼（897）、さらに
新王と新王母の公表（宇野 2013: 99）も早朝に行われる。
 56 ［65］「他の屋敷とは離して」： Cyirima祠は王宮の中心部ではなく周縁部に配置
された。20世紀初のMusinga王の Nyanzaの王宮では、Cyirima祠は王宮の外
周に環状にめぐらされた広場に接していた。
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彼は発火錐と王権槍 Rwamutaraを持つ。
［70］ 主殿のお付きたちが王権金鎚を持つ。
ヒヒ 57が前を歩く。
主殿のお付きたちが王を先導する
主殿の中まで 58。
王は Cyirima（またはMutara）に住いを指し示す。
［75］ 王は玉座に座り、
王に王権金鎚が差し出される。
王に発火錐が差し出される。
起臥太鼓が鳴る
王権太鼓たちが入場し、
［80］ 王に差し出されるが、王は igihubiのリズムで叩かず、
棚に運ばれる 59。
b.　儀礼の準備（82–228）
［82–83: 儀礼用品の準備］
翌朝、
儀礼に必要な物を取りに行かせる。
［84–102: 王権金槌と工具の準備］60
Muhindaの子孫 61が行く、
 57 ［71］「ヒヒ」：オナガザル科のヒヒの雄を一匹宮廷で飼った（宇野 2013: 104 note 279）。
 58 ［73］「主殿の中まで」： 52行と全く同じ文（N iikambere muu nzu）だが、ここ
は牛王祠の主殿を指すと考えた方がよかろう（d’Hertefelt & Coupez 1964: 317）。
 59 ［81］「棚に運ばれる」：棚に置き、ひもで固定する。牛王祠が王権太鼓の置き場である。
 60 ［84–102］鉄工具の製作：「火の道」26–42（d’Hertefelt & Coupez 1964: 54–57）、
「即位の道」2–19（宇野 2012: 57）に同様の記述がある。
 61 ［84］「Muhindaの子孫」：Muhindaリニジ（Abenemuhinda）の長。宮廷儀礼専
門家の第七位で、宮廷の鍛冶、特に王権金鎚の世話をした（Kagame 1947: 371）。
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［85］ Mushongi62の Nganzo63に。
彼は鉄を叩いて王権金鎚 Nyarushara64を粗造りする。
彼は鉄を叩いて王権金鎚 Nyamigishaを粗造りする。
彼は鉄を叩いて王権金鎚Mpeteyinkaを粗造りする。
彼は鉄を叩いて王権金鎚 Nshinjamahuguを粗造りする。
［90］ 彼は鉄を叩いて王権金鎚 Nunguyurwandaを粗造りする。
そして鉄を叩いて王権金鎚 Nyamvuraを粗造りする。
彼は鍛える：八つの斧（-toorezo）と
八つの小さなナイフ（-horo）と八つの大きな手斧（-baazo）と
八つの小さな手斧（inshyaamuro/-cyamuro）と八つの小刀（-gongo）と
［95］ 八つの錐（-gera）と八つの掘り具（-somyo）を。
彼はまた 四つの鍬（-suka）を鍛える。
ここに出てこないのは、槍（-cumu）と矢（-ambi）
かみそり（-ogosha）、錐（-gera）65、皮通し（-hindu）である。
鉄器の柄は
 62 ［85］Mushongi: Buberuka東部の山地、今の Byumba県Muvumu町。王家の鉄
鉱山があった。
 63 ［85］Nganzo: Mishongi山地の山（2,275 m）の名前（d’Hertefelt & Coupez 
1964: 477）。
 64 ［86–91］六つの王権金槌 : Nyarusharaは王権金鎚の筆頭で、毎夜、王は枕の下に
これを敷いて寝た。そして毎朝、王の起床の太鼓が鳴る時に、王は王権金槌に触れな
ければならなかった（Pagès 1933: 494; Delmas 1950: 40;宇野 2013: 94, note 21）。Nya-
rushara以外の五つの王権金槌については具体的な情報がない。なお、Delamasは王
権金槌は全部で五つあると書いているが、Nyarusharaしか名前をあげていない。
 65 ［95, 98］「錐（-gera）」：作る物と作らない物のリストの両方に錐が出てくる。片
方が誤りであろうが、どちらが誤りなのかは分からない。他の道の類似箇所を見
ると、「火の道」には「錐（-gera）は作らない」（37行）とあるのに対し、「即位
の道」では「四つの小刀（-gongo）と四つの錐（-gera）を作る」（10行）とある。
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［100］ umwifuuzo66の棒でつける。
そしてそれらを宮廷に運び、
Nyabirunguの子孫［＝Tegeの儀礼王］に与える。
［103–111: 王権太鼓更新用の木を切る］
彼は Buberuka67の Cyungo68に行って
王権太鼓 Karingaの原木（umwori）69を切る。
［105］ 彼は Nyantango70の Ndoha71に行って
王権太鼓 Cyimumugiziの原木を切り、
さらに王権太鼓Mpatsibihugu72の原木を切る。
 66 ［100］umwifuuzo: -ifuuzo 3,4＜-ifuuz-「欲する」。ウルシ科（Anacardiaceae）の
喬木 Pseudospondias microcarpa （A. Rich） Engl. （Troupin 1983: 295; Coupez et 
al. 2005: 1001）。
 67 ［103］Buberuka: 今の Byumba県と Ruhengeri県にまたがる地方。西の Burera
湖と Ruhondo湖、北東の Rugezi沼、南の Kabuye山地とMushongi山地の間の
山がかった地方（d’Hertefelt & Coupez 1964: 448）。
 68 ［103］Cyungo: Busigiの北、Buberuka東部（今の Byumba県）の地方名（d’Hertefelt 
& Coupez 1964: 454）。
 69 ［104］「原木（umwari）」： -aari 3, 4.「粗造りの太鼓、まだ皮を張っていない太
鼓」、あるいは「儀礼物、特に太鼓を作るための木」（Coupez et al. 2005: 76–77）。
 70 ［105］Nyantango: 南と南西のKiraga川とMbirurume川、東のNyabarongo川、北の
一連の川の間の地方で、今のKibuye東部にあたる（d’Hertefelt & Coupez 1964: 482）。
 71 ［105］Ndoha: Nyantango南部の地方（d’Hertefelt & Coupez 1964: 476）。
 72 ［107行］「Mpatsibihugu鼓」： Karinga鼓と Cyimumugizi鼓に加えて、新しく
19世紀後半に Kigeri IV Rwabugiriが作った二つの王権太鼓のうちの一つで、名
前は「国々は私に服従した」「私は国々の主人だ」の意味（Delmas 1950: 16; 
Kagame 1952: 79, note 48 Kagame 1963: 30–32）。この太鼓は秘典ではこの「水
飼いの道」に集中して現れ、それ以外は「即位の道」1016だけ。もう一つの新
太鼓は 109行の Kiraagutse鼓。二つの新しい王権太鼓を作った背景については、
宇野 2011: 132を参照。
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彼は Buhanga73の Gipfuna74に行って
王権太鼓 Kiraagutse75の原木を切る 76。
［110］ 彼は SekeraのMisumba77に行って
小さな丸木舟形容器（akavure）（838）用の umusumba78の木を切る。
［112–120: 木製容器などの製作］
道具類は宮廷に戻され、
Fwatiの子孫 79に渡される。
 73 ［108］Buhanga: Ruhengeri県の平野で、Mukungwa川の西、Nyamuteraの北に
あり、ルワンダ王国の神話的始祖の Gihanga王が住んでいたとされる（d’Herte-
felt & Coupez 1964: 449）。
 74 ［108］Gipfuna: Karisimbi火山から流れてくる地下川Mutoboが Buhanga（現
Ruhengeri県）のMurama町で地上に噴出してくる出口およびその東のMutobo
川沿いの林の名前。ここで Gihanga王は最初の王権太鼓の Rwoga鼓を即位させ
たといわれ、Gihanga王を祀る屋敷もあった（d’Hertefelt & Coupez 1964: 457）。
 75 ［109］｢Kiraagutse鼓｣： 107行目のMpatsibihugu鼓とともに Kigeri IV Rwabu-
giriが作った王権太鼓で、名前は「国は拡張する」「国は非常に広い」の意（Del-
mas 1950: 16; Kagame 1952: 79, note 48; Kagame 1963: 32）。この太鼓は秘典では
この「水飼いの道」に集中して現れ、それ以外は「即位の道」1020だけ。
 76 ［103–109］「即位の道」341–371では、起臥太鼓の原木を切る前に、牛乳とビー
ルを木に振り掛け、呪文を唱える：「［341］Nyabirunguの子孫が点火する/二つ
の火を/一つは牛のために、もう一つは太鼓の原木のために/Insangaの牛軍が
入ってくる/［345］ Nyabirunguの清浄な子孫が乳搾りをし/牛乳と上記の飲み物
を/原木の前に置く。/彼はそこに美しい水撒き具をひたす/王に水かけするのに
相応しい。/［350］ Nyabirunguの主要な子孫が/こう言う：「imaanaが常にあなた
と共にありますように /.../［370］すべての国を/太鼓の上に陳列できますよう
に」（宇野 2013: 107）。
 77 ［110］「SekeraのMisumba」：不詳。
 78 ［111］umusumba: 不詳の植物。Cf. umusuumba: -yogoro（Fabacées科の小木
Milletia dura Dunn［Troupin 1983: 28］）に属する森の木で、王の太鼓、椅子、ミ
ルク壺を作る（Coupez et al. 2005: 2806）。前の行の地名Misumbaと語呂合わせ
している。植物名 umusumba は動詞-sumb-「優る、上回る、凌駕する」（Coupez 
et al. 2005: 2360）から派生し、王の卓越性、超越性を象徴する。この言葉遊びは
「太鼓に戦利品を飾る道」80–82行にも見られる（宇野 2011: 105–106）。
 79 ［113］「Fwatiの子孫」：下級儀礼家のリニジらしい（d’Hertefelt & Coupez 1964: 455）。
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彼はMuhimaのMwurie80に行き
［115］ 木を切って八つの igicuba壺 81
八つの inkongooro壺 82
八つの ibirabyo壺 83
八本のバターすくい用具（ibyavuuzo）84
四つのストゥール（iinteb）85を作る。
［120］ これらの物はKabagariの住人 ［＝Tegeの儀礼王］ の宿に運ばれる。
［121–144: 皮を剥ぐ健全な五頭の雄牛の準備］
「尊敬すべき者たち」86の雄牛を連れてこさせる、
黒色ではなく、争ったことがなく、
傷がなく、欠点がなく、
耳も尾も切っておらず、
［125］ その上、多くの子牛を生ませているのを。
 80 ［114］「MuhimaのMwurie」： 不詳。Kagameは BusanzaのMwurire山の一部
（今日の Butare県のMwurire）とするが、d’Hertefelt & Coupezは現地で確認で
きなかったという（Kagame 1951: 55 note 62; Kagame 1972: 49; d’Hertefelt & 
Coupez 1964: 475）。
 81 ［115］「igicuba壺」： -cuba 7, 8.「牛の水飲み場に水を運ぶ大きな木製壺」「それ
よりは小さいミルク保存用の木製壺」（Coupez et al. 2005: 324–325）。「ミルクを
入れたり水を汲んだりするための容量数リットルの大型木製壺」（d’Hertefelt & 
Coupez 1964: 401）。
 82 ［116］「inkongooro壺」： -koongooro 9, 10.「少量のミルクを飲んだり、乳量が多
くない雌牛を搾乳するのに使う小型の木製壺」（Coupez et al. 2005: 1348）。
 83 ［117］「ibirabyo壺」： -rabyo 7, 8.「王権太鼓に塗る牛の血を集める木製壺」（Coupez 
et al. 2005: 1821）。
 84 ［118］「バターすくい用具（ibyavuuzo）」： -aavuuzo「バター攪拌器からバターを
すくい上げる物、例えば木製のさじ」（Coupez et al. 2005: 94）。
 85 ［119］「ストゥール（iinteb）」： -tebe 9, 10.「一本の材木から切り出した伝統的な
ストゥールで、座面と底面が円形で、垂直部分がくびれている」（Coupez et al. 
2005: 2468）。
 86 ［121］「尊敬すべき者たち」（Nyubahiro）：牛軍の名前。Cyirima II Rujugiraが
作ったと言われる。この牛軍および牛軍 Insanga（344, 405行目）はHeekaリニ
ジが管理し、この牛軍で王権雄牛を育て、「即位」させた（Kagame 1961: 12–13, 
41–42; Kagame 1947: 369; Kagame 1963: 16–18）。
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その雄牛の皮を剥いで未加工のまま着物を作る。
王は水飼い場でそれを着るだろう（1062）。
Mugunga87の子孫の所の雄牛を連れてこさせる、
黒色ではなく、争ったことがなく、
［130］ 傷がなく、欠点がなく、
尾も耳も切っていないのを。
その皮で Karinga鼓を覆うだろう（511, 566）。
Tandura88の所の雄牛を二頭連れてこさせる、
黒色ではなく、争ったことがなく、
［135］ 傷がなく、欠点がなく、
耳も尾も切っておらず、
これまた多くの子牛を生ませているのを。
一頭の皮は Cyimumugizi鼓を覆い、
もう一頭の皮はMpatsibihugu鼓を覆うだろう。
Singa89の所の雄牛を連れてこさせる、
［140］ 黒色ではなく、争ったことがなく、
傷がなく、欠点がなく、
尾も耳も切っておらず、
その上、多くの子牛を生ませているのを。
 87 ［128］「Mugunga の子孫」（beenemugumga）： Ndoba（神話的始祖 Gihangaから
数えて九代目の王）の息子Mugungaを始祖とするリニジの名前（Delamas 
1950: 37; Kagame 1952: 84）。
 88 ［133］Tandura: 宮廷儀礼家の序列で第六位の集団で、Cyimumugizi鼓を管理し
た。詳しくは宇野 2013: 106, note 76を参照。
 89 ［139］Singa: 「地上にいた人々」系の王母クランだったが、のちに外された。詳
しくは宇野 2007: 130–131。
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その皮は Kiraagutse鼓を覆うだろう。
［145–171: 支配的な八クランの清浄な女子とその兄弟の準備］90
［145］ Egaクラン 91の女子を連れてこさせる
最初は彼女だ 92
父と母がいるの 93を
父と母がいる兄弟と一緒に。
Konoクラン 94の女子を連れてこさせる、
［150］ 父と母がいるのを
父と母がいる兄弟と一緒に。
Haクラン 95の女子を連れてこさせる
父と母がいるのを
父と母がいる兄弟と一緒に。
［155］ 父と母がいる Geseraクラン 96の女子を連れてこさせる
父と母がいるのを
父と母がいる兄弟と一緒に。
Tsoobeクラン 97の女子を連れてこさせる
父と母がいるのを
 90 ［145–171］「女子とその兄弟の準備」：同様の手順が「火の道」68–90に見られる。
 91 ［145］Ega: 「天から降りてきた人々」系の王母クラン。宇野 2007: 132–137。
 92 ［146］「最初は彼女だ」：おそらく王朝後期の Egaクランの政治的卓越を反映して
いる（宇野 2007: 130, 134.参照）。
 93 ［147］「父と母がいる」：近親の死の穢れに汚染されていない清浄（-sugi）な。
 94 ［149］Konoクラン：「天から降りてきた人々」系の王母クラン。宇野 2007: 132–133。
 95 ［152］Haクラン：「天から降りてきた人々」系の王母クラン。宇野 2007: 132–133。
 96 ［155］Gesera: 「地上にいた人々」系の王母クラン。宇野 2007: 131–132。
 97 ［158］Tsoobe: ［16］の注を参照。Tsoobeは王母クランではない。
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［160］ 父と母がいる兄弟と一緒に。
Mugunga98の子孫から女子を連れてこさせる
父と母がいるのを
父と母がいる兄弟と一緒に。
Munyiga99の子孫から女子を連れてこさせる
［165］ 父と母がいるのを
父と母がいる兄弟と一緒に。
Cyambwe100の子孫から女子を連れてこさせる
父と母がいるのを
父と母がいる兄弟と一緒に。
［170］ 娘たちは八人来る
八人の兄弟と一緒に 101。
［172–174: 王の父方従姉妹の準備］
王の平行従姉妹（mushiki）102も連れてこさせる
 98 ［161］「Mugungaの子孫」：［128］の注を参照。
 99 ［164］「Munyigaの子孫」： Ndoba（神話的始祖 Gihangaから数えて九代目の王）
の息子Munyigaを名祖とする王家リニジ（Delmas 1950: 37; Kagame 1959: 84）。
 100 ［167］「Cyambweの子孫」： Ndoba（神話的始祖 Gihangaから数えて九代目の王）
の息子 Cyambweを名祖とする王家リニジ（Kagame 1959: 84）。
 101 これらの十六人の子供は王権太鼓の心臓の採集時の儀礼で「清浄なもの（aama-
sug）」と呼ばれる（293）。775、909では八人の女子は「いいなずけ」（bageni）と
呼ばれる。
 102 ［172］「従姉妹」： -shiki 1, 2は姉妹（＝～igiti）や様々な従姉妹を表す。父方平行
従姉妹つまり父の兄弟の娘（＝～wo kwaa se-waabo）、母方平行従姉妹つまり母
の姉妹の娘（＝～wo kwaa nyina-waabo）、父方第二平行従姉妹つまり父の父の
兄弟の息子の娘（＝～w imuhana）、父方第三平行従姉妹（＝～w igisaaniira）
（Coupez et al. 2005: 2190）。
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男児に授乳している父方第二平行従姉妹（w imuhana）103を。
彼女は王に喝采するだろう 104。
［175–188: 健全な八頭の母牛と八頭の母羊の準備］105
［175］ 四頭の雌牛を連れてこさせる。
「尊敬すべき者たち」（121）の雌牛たち
二頭は雌の子牛（inyana）を授乳中で、
他の二頭は占い用の雄の子牛（amamaana）に授乳している。
四頭の雌羊を連れてこさせる。
［180］ 「尊敬すべき者たち」の雌羊たち
二頭は雌の子羊（abaagazi）に授乳している
他の二頭は占い用の雄の子羊（amamaana）に授乳している。
「王朝の者たち」106の四頭の雌牛たちを連れてこさせる、
うち二頭は雌の子牛に授乳している
［185］ 他の二頭は占い用の雄の子牛に授乳している。
この群の四頭の雌羊を連れてこさせる
二頭は雌の子羊に授乳している
他の二頭は占い用の雄の子羊に授乳している。
 103 ［173］「父方第二平行従姉妹」：-hana 19＋3は父方の三親等の傍系つまり父の父の
兄弟の子孫を表す（Coupez et al. 2005: 741–742）。父方の大オジの子孫は、王の
死に際しての遺族の喪の始まりと終わりにも登場する（宇野 2012: 64, 77）。
 104 ［174］「王に喝采するだろう」：水飼い儀礼のなかで王が王妃（未来の Kigeri王
の母）と性交して家から出てくると、この従姉妹が歓声を上げる（992）。
 105 ［175–188］八頭の雌牛と雌羊の準備 ：同様の記述が「火の道」91–98にみられる。
 106 ［183］「王朝の者たち」（Ingabe）： Kigeri IV Rwabugiriが宮廷儀礼用に作った牛
軍（Kagame 1961: 113）。
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［189–203: 水、樹皮布などの準備］
Gisiizi107の水を持ってこさせる
［190］ Mbizi108の水も持ってこさせる。
水は Gakondoの従僕（21）によって運ばれる。
貢物として運ばれる。
intango壺を Buhanga（108）まで取りに行かせる。
umurama109の木を持ってこさせる、
［195］ Nyabarongo川のこちら側 110では、
Mayaga111の首長（416）がそれをもたらす。
発火錐の袋（582–599行参照）に使う皮を持ってこさせる、
Buyenzi112の首長がそれをもたらす。
 107 ［189］Gisiizi: Nyakavugo川の河口近くの Nyabarongo川西岸の地名。-siizi「液体
が多量にある」との言葉遊びが 441–444にある（d’Hertefelt & Coupez 1964: 
458）。
 108 ［190］Mbizi: Rukoma地方の丘と川の名前（d’Hertefelt & Coupez 1964: 468）。
-bizi「数えきれない」との言葉遊びが 441–444にある。
 109 ［194］umurama: イチジクの一種。あるいはシクンシ科ヨツバネカズラ属の
Combretum molle R. Br. ex G. Don （Troupin 1983: 532）。-ram「長生きする」、
-rame「丈夫な」の意味があり （Coupez et al. 2005: 1832, 1839）、このあとの
287–292、551–557の呪文で掛詞として使われる。民間医療では蛇にかまれたと
きの治療薬の 1つとして使う（Lestrade 1955: 219–220）。各代のルワンダ王の即
位儀礼でもこの木の根から起臥太鼓およびその配偶の Nyampundu鼓の心臓を
二つずつ作り、「即位の道」593–600、677–684の呪文でも「元気な」との掛詞が
使われている（宇野 2013: 109–111）。
 110 ［195］「Nyabarongo川のこちら側」：東側の Buhangaに対して、西側を指す。
 111 ［196］Mayaga: Gitarama県と Butare県にまたがる地方で、東に Kanyaru川、北
に Cyabariza川、南に Isumo川、西に一連の川がある（d’Hertefelt & Coupez 
1964: 469）。
 112 ［198］Buyenzi: Gikongoro南部の地方で、東と北に Kinyaru川、西と南に一連の
皮がある。かつて Bungwe王国に属していた（d’Hertefelt & Coupez 1964: 451）。
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umutaaba113の樹皮布（ibiremo）を持ってこさせる、
［200］ Nkuunaの息子の Ndungutse114の子孫の所に。
そしてその樹皮を取ったイチジク（imivumu）115の木も一緒に。
全国にの草束 116を持ってこさせる。
これで準備は完了する。
［204–206: 雄牛の皮を剥ぐ］
上記（121–144）の雄牛たちを殺す
［205］ 雄牛たちは Cyirimaの所かMutaraの所で殺す。
umutaaba（199）で imirinziを編む 117。
［207–211: 王の皮衣］
王が着る上記（126–127）の牛皮、
水飼い場で着る（1062）、
 113 ［199］umutaaba: Ficus ingens var. ingens小灌木で、蔓が巻くことがある
（Troupin 1978: 146）。イチジク（umuvumu, cus）の一種で、樹皮布を作る
（Coupez et al. 2005: 2388）。
 114 ［200］「Nkuunaの息子の Ndungutse」： Ndungutseはブルンジ出身の儀礼家
Kinigaの息子 Nkunaの息子。Nkunaを名祖とする Abakunaリニジはルワンダ
宮廷儀礼家の序列で第八位に位置し、歴代の王母の帯を保管した（Kagame 
1972: 112–113; Kagame 1947: 372）。彼らは「水飼いの道」（200, 339, 589）、「太
鼓に戦利品を飾る道」（45, 67）、「七回目の装飾の道」（16）、「即位の道」（281, 
920）で樹皮布製造者として出てくる。
 115 ［201］umuvumu: Troupinによれば、ルワンダ語には Ficusに当たる名詞が六つ
ある。つまり、umurehe, umurengarutare, umusene, umuvumu, umuvumuvumu, 
umuvumuraであるが、各語に対応する種類は正確には分からない（Troupin 
1978: 135）。ここでは umutaabaを含む一般名詞として使われているようである。
 116 ［202］「kuyuの草束」（inkuyu）：-kuyu 9,10は牛をこすって毛並みをきれいにす
るための草の束（Coupez et al. 2005: 1442）。949, 1028行目でこれを使って火を
付ける。「即位の道」306, 870行目にもこの草束が出てくる。
 117 ［206］「umutaaba（199行）で imirinziを編む」：-riinzi 9,10は「エリスリナ属の
植物」（Coupez et al. 2005: 1950）で、この文章は意味をなさないが、d’Hertefelt & 
Coupezは剥いだ皮を載せる乾燥場を作る作業だろうと考えている（1964: 319）。
―147―
その皮は削ぐ日にトゲに触れてはならない 118。
［210］ 皮は ibinyukwe119と触れる。
皮はソルガムの根で香り付けする。
［212–217: 作物の種子の準備］120
Tsoobeの子孫（16）が行く
Bumbogo121に種を捜しに。
シコクビエ（uburo）と isogi122と
［215］ ソルガム（amasaka）と inzungwane種のヒョウタン 123の種とを。
種は葦（ingori）の籠（gaseke）に入れて運ばれる、
Nyirashyende124の所で編んだ籠に。
［218–220: 王の皮衣を籠に入れる］
同じ出所の大きな籠（igiseke）に
上記（207）の皮を入れる、
［220］ それは王が水飼い場で着る（1062）。
 118 ［209］「トゲに触れてはならない」： ふつう皮を削ぐにはトゲを使ったという
（d’Hertefelt & Coupez 1964: 319; Coupez et al. 2005: 971, -hwa）。
 119 ［210］ibinyukwe: 植物らしいが詳細不明 （d’Hertefelt & Coupez 1964: 319/#210; 
Coupez et al. 2005: 1720）。
 120 ［212–217］ここで集める四種の作物名は「即位の道」408–409で起臥太鼓の粗
造りの際に掘った穴に播く植物名と同じである（宇野 2013: 108）。
 121 ［213］Bumbogo: Tsoobeの儀礼王の領地で、Nyabarongo川を挟んで Rukoma
の北にあり、Base川の東南にあたる。4, 35の Ndugaの Bumbogoとは別。
 122 ［214］isogi: フウチョウソウ科（Capparaceae）の Gynandropsis gynandra （L.） 
Briq.（Troupin 1978: 313）。
 123 ［215］「inzungwane種のヒョウタン」： ここでは inzungwaneとなっているが、
「即位の道」409では inzuzi z inzungwaneと説明してある。inzuzi （-yuzi 11,10）
はヒョウタン（Lagenaria siceraria）のたぐいを指し、実の形は非常に多様で、
食用と容器用がある（Coupez et al. 2005: 2820; Troupin 1983: 458）。inzungwane 
（-ungwane 11, 10）は実が甘い味のするヒョウタンで、葉柄に棘がなく、若い実
は毛深く-uunguと呼ばれる（Coupez et al. 2005: 2706）。
 124 ［217］Nyirashyende: 不明の女性名。
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［221–228: ビール、むしろ、イチジクの木の準備］
次の物を捜しに行かせる：蜂蜜ビール（inzoga y uubuki）
これはMumbogo125の所で作ったもの。
Myakaの所の蜂蜜入りソルガム・ビール（inturire）。
Gakondoのむしろ（ibirago）、
［225］ urukangaga草 126で編んだのを十六枚 127、
その草は手で摘む 128。
そして樹皮を剥いでいない 129いちじくの木（umutaaba）130。
次いで、これらの物を宮廷に運ぶ。
c.　王権太鼓の心臓の採集（229–384）
［229–239: 宮廷儀礼家の招集］
以下の者を招集する。清浄な Tsoobe、
 125 ［222–223］「Mumbogoの所、Myakaの所」：Mumbogoの子孫とMyakaの子孫
は、Tsoobeの儀礼王配下で新穀儀礼（-ganura 3, 4）のためのソルガムとシコク
ビエを栽培する儀礼家たち。ルワンダ中部の Bumbogo地方のHuroに住み、
Kalihejuruという太鼓を持ち、Nyamurasa、Musana、Mumbogoという王号を
使った（Kagame 1947: 368, note 9; Delmas 1950: 107）。ルワンダにソルガムをも
たらしたのはMyaka（「年、収穫」の意）の先祖で、Buhaから来た Gihe（「時
間、季節」の意）だったと言われる（Kagame 1959: 64, note 1）。
 126 ［225］urukangaga: カヤツリグサ属の Cyperus latifolius Poiret、多年生草本植物、
高さ 0.5–3 m、沼、湖岸、水に浸かった土地に生える（Troupin 1987: 4469）。
 127 ［225］「十六枚」：四つの王権太鼓の下に四枚ずつ敷く（421, 423, 425, 427）。
 128 ［226］「手で摘む（ubushikurano）」： d’Hertefelt & Coupez 1964: 311 #155によれ
ば、手で摘むのは草の絶対的な儀礼的清浄性を確保するためで、道具で切ること
は禁じられたという。これらのむしろは後で王権太鼓の点検時に下に敷く（428–
429）。手で摘んだ urukangaga草で編んだむしろは、「即位の道」473–486で起臥
太鼓が直接地面に触れないように下に敷くのにも使われた（宇野 2013: 109）。
 129 ［227］「樹皮を剥いでいない」（idashishuye）： d’Hertefelt & Coupez（1964: 
319/#227）によれば、樹皮の残された木は、なまの、自然の状態、儀礼的清浄性
を表すという。類似の表現として、「戦争の道」78行目の「樹皮を剥いでいない
urutoozoの木で柄を付けた槍」、「即位の道」31行目の「樹皮を剥がずに中を刳
りぬいただけの」がある。
 130 ［227］umutaaba:［199］の注を参照。
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［230］ 清浄な Koobwa131の者、
そして Nyabirunguの清浄な子孫［＝Tegeの儀礼家］。
彼らに上記（175–178, 183–185）の雌牛と上記（179–182, 186–188）
の雌羊を与える
彼らに上記（213）の種と上記（221–223）の飲み物を与える。
彼らに上記（115）の igicuba壺と上記（199）の布を与える。
［235］ 彼らに斧とナイフ（92–93）を与える。
彼らに手斧と小刀（94）を与える
彼らに一つの鍬（96）を与える。
大 Tsoobe［Tsoobeの儀礼王］が召喚され、
祈祷を唱える。
［240–259: 儀礼家たちの Kigari行］
［240］ 彼らは出立する
彼らは適切なクラン 132の家に泊る。
道中で雌牛が子供をなくしたら
一行は止って宮廷に連絡し、
別の子牛を送ってもらう。
 131 ［230］Koobwa: 上の牛王の埋葬法で見た「不敬の道」194の注を参照。
 132 ［241］「適切なクラン」（ubwoko bwiza）： Tsoobe、Koobwe、Tegeの儀礼家たち
は王の名代として行動しているから、王クラン Nyiginyaの儀礼的保護者（-se）
である Geresaクラン、それが見つからなければ Zigabaクランの家に泊まったと
思われる。儀礼的保護者については、宇野 2007: 131–132を参照。他の用例とし
ては、「ソルガムの初穂の道」129–130行に「毎晩、適切なクランの所に泊まる/
Geseraクランと Zigaabaクランの所に」とあり（d’Hertefelt & Coupez 1964: 
82–83）、「不敬の道」29行に「（王の死体の燻蒸場所を作るために）適切なクラ
ンの人間（umunyabwoko-bwiza）をその家から立ち退かせる」とある（宇野
2012: 56）。
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［245］ 雌牛が足を折ったり、目が潰れたりしたら、
一行は止って、宮廷に連絡し、
別の雌牛を送ってもらう。
道中で雌羊が子供をなくしたり
雌羊が足を折ったり、目が潰れたりしたら、
［250］ 上と同様にして宮廷に連絡し、
Kigariについたときに、
清浄なもの（amasugi）しかいないようにする（293）。
Nyaruteeja133で川を渡る。
Kigariの都（-rwa）に着いたとき
［255］ Biraadutseの息子の Kanyantaama134の家に泊まる。
上記（238）の大 Tsoobeが祈祷し
美しい清めの水撒き具を前日に手に入れる。
彼は翌日早く、火（umuriro）を持ってきて
牛飼いの炉 135を二つ焚く。
［260–266: umuramaの木の根を掘る］
［260］ Murama136に着くと、彼は屋敷の門 137を開く
 133 ［253］Nyaruteeja: Rukomaと Bwanacyambweの間にある Nyabarongo川の浅瀬
の名前（d’Hertefelt & Coupez 1964: 483）。
 134 ［255］「Biraadutseの息子の Kanyantaama」： Kigari山に住む下級儀礼家で、367行
目を見ると、儀礼用の羊を管理したらしい（d’Hertefelt & Coupez 1964: 448, 465）。
 135 ［259］「牛飼いの炉」：-caaniro 7, 8. 屋敷の庭などで牛をアブや蚊から煙で守るため
に火を焚く場所（Coupez et al. 2005: 292）。Kagameの仏訳 foyer pastoralに従っ
た。彼によれば、牛飼いの炉は早朝、搾乳の前から牛を牧草地に行かせるまでと、
夕方、牛たちが家に戻る頃から搾乳が終わるまで焚いた（Kagame 1952: 109）。
 136 ［260］Murama: Kigari山にあると思われるが、不詳。秘典にはここに出てくる
だけ。この地名は後出の umuramaの木の名前とかけてある。
 137 ［260］「屋敷」：次に出てくる umuramaの木を塀で囲んで作られた屋敷。
―151―
彼は上記（237）の鍬を持って屋敷の門を開く。
彼は［umuramaの木の根元を］四回掘る
彼は上記（230）の Koobwaにも
四回掘らせる。
［265］ 彼は上記（231）の Nyabirunguの子孫［Tegeの儀礼王］にも
四回掘らせる 138。
［267–333: umuramaを清め、呪文を唱える］139
牛飼いの炉を二つ焚く、
一つは雌牛たち（232）のためで、もう一つは umuramaの木（194）
のためだ。
上記の雌牛たちは、上記の雌羊たち（232）と一緒に入場する。
［270］ 清浄な Tsoobeが搾乳する
清浄な Koobwaが搾乳する
清浄な Nyabirunguの子孫が搾乳する。
上記の牛乳を運んでそこ［umuramaの木の前］に置く、
上記（233）の飲物と上記（257）の清めの水撒き具とともに。
［275］ 上記の牛乳と上記の飲物を取り、
それらに順に上記（257）の水撒き具を浸し、
Umuramaの木に振りかける。
 138 ［260–268］「umuramaの木の根元を四回ずつ掘る」： 四は吉数。「即位の道」
539–540で起臥太鼓の心臓を掘り出す時に類似の表現：「Nyabirunguの大いなる
子孫［Tegeの儀礼王］が屋敷の門を開き/［540］清浄な子孫が（umuramaの木
の根元を）掘る」が見られる（cf. 宇野 2013: 109–110）。
 139 ［267–333］類似の儀礼は「即位の道」541–613にも見える：「心臓を掘り出すと/
彼は二つの火をおこす/一つは雌牛たちのために、もう一つは umuramaのため
に/そして清浄な子孫が搾乳する/.../［610］太鼓の上に Bunyabungoを陳列できま
すように/そしてルワンダ王に貢物をしない/すべての国を/太鼓の上に陳列でき
ますようにと」（cf. 宇野 2013: 110–111）。
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上記の大 Tsoobeが跪き、
こう言う：「imaana140が常にあなたと共にいますように、Kigariよ、
［280］ 私たちは太鼓たちの心臓（intima y ingoma）を取りに来ました。
ルワンダの王が心臓を持ちますように
ルワンダの太鼓たちが心臓を持ちますように
ルワンダの男たちが心臓を持ちますように
ルワンダの女たちが心臓を持ちますように
［285］ ルワンダの牛たちが心臓を持ちますように
全ルワンダが心臓を持ちますように。
あなたは元気（umurame）だ 141、王が元気でありますように
ルワンダの太鼓たちが元気でありますように
ルワンダの男たちが元気でありますように
［290］ ルワンダの女たちが元気でありますように
ルワンダの牛たちが元気でありますように
全ルワンダが元気でありますように。
ここに清浄なものがあります 142。王が常に清浄でありますように
ルワンダの太鼓たちが常に清浄でありますように
［295］ ルワンダの男たちが常に清浄でありますように
ルワンダの女たちが常に清浄でありますように
ルワンダの牛たちが常に清浄でありますように
 140 ［279］imaana: 「万能で、全てのものの上にあり、個人的には優しい、至高の存
在、全てのものの源、全てのものの主人」を指す（Pauwels 1958: 3–4）。
 141 ［287］「あなたは元気（umurame）だ」： 194行で入手した umuramaの木に呼び
かける。その注を参照。
 142 ［293］「ここに清浄なものがあります」： 145–171の父母が健在つまり死の穢れの
ない十六人の男女と、175–188, 242–252の健全で無傷な八頭の母牛と八頭の母
羊を指す（Kagame 1947: 382）。
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全ルワンダが常に清浄でありますように。
ここに牛乳があります、王が常に牛乳を持ちますように
［300］ ルワンダの太鼓たちが常に牛乳を持ちますように
ルワンダの男たちが常に牛乳を持ちますように
ルワンダの女たちが常に牛乳を持ちますように
全ルワンダが常に牛乳を持ちますように。
ここに蜂蜜ビールと蜂蜜入りのソルガム・ビールとがあります。
［305］ 王が常に蜂蜜ビールと蜂蜜入りのソルガム・ビールを持ちま
すように
太鼓たちが常に蜂蜜ビールと蜂蜜入りのソルガム・ビールを持ちま
すように
ルワンダの男たちが常に蜂蜜ビールと蜂蜜入りのソルガム・ビール
を持ちますように
ルワンダの女たちが常に蜂蜜ビールと蜂蜜入りのソルガム・ビール
を持ちますように
全ルワンダが常に蜂蜜ビールと蜂蜜入りのソルガム・ビールを持ち
ますように。」
［310］ 清浄な Tsoobeが敵国を討つ仕草をする（agacyamura）143
 143 ［310］「敵国を討つ仕草をする」（agacyamura）：類似の表現は「即位の道」359, 
387行目にある（cf. 宇野 2013: 107–108）。動詞-cyamurは「手斧で木を加工す
る」（Coupez et al. 2005: 362）で、儀礼においては、呪術的に斧で敵を打つ動作、
祓う動作を指したらしい。その名詞形-cyaamuro 9, 10は「手斧。草取りや植付
けに使う小さな鍬」（Coupez et al. 2005: 362）で、呪術的なお守りとしても使わ
れた。Karinga鼓のお守りのミニチュアの斧（incyamuro）の写真が Bourgeois 
1954（g. 26）に見える。「戦争の道」145–147には、「［145］Nyabirunguの子孫
が王権太鼓カリンガの上の手斧（inshaamuro）を取り/上記の外国を討つ仕草を
する（agacyamura）/この動作に通常伴う呪文を唱えながら」という一節がある。
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四回、
こう言いながら：「ブルンジを太鼓に降伏させられますように
Bushuubi144を太鼓に降伏させられますように
Bunyabungo145を太鼓に降伏させられますように
［315］ ルワンダ王に貢物をしないすべての国を
太鼓に降伏させられますように。」
清浄な Koobwaが敵国を討つ仕草をする
四回、同じ言葉を言いながら。
Nyabirunguの清浄な子孫もまた
［320］ 敵国を討つ仕草をする、四回、
彼も同じ言葉を言いながら。
清浄な Tsoobeが儀礼の動作をする
四回、
清浄な Koobwaが儀礼の動作をする
［325］ 四回
Nyabirunguの清浄な子孫が
儀礼の動作をする、四回。
彼らは助け合って陳列する 146、こう言いながら：
「太鼓の上にブルンジを陳列できますように、
［330］ 太鼓の上に Bushuubiを陳列できますように、
 144 ［313］Bushuubi: 今のブルンジの東北、タンザニアの北西部、ルワンダの東南に
あった王国（地図 Chrétien 1975: 11; Mworoha 1987: 188）。
 145 ［314］Bunyabungo: 現コンゴ・キンシャサ東部のキヴ湖の西南にあった Bashi
の王国。宇野 2011: 123–126を参照。
 146 ［328–333］「陳列する（-deenduur）」：敵を降伏させるための動作らしいが、どう
いう動作だったのかは不明。「陳列する」という呪的表現は、このあと 699や、
「即位の道」366–371、608–613にもある（cf. 宇野 2013: 107, 111）。
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太鼓の上に Bunyabungoを陳列できますように
ルワンダ王に貢物をしないすべての国を
太鼓の上に陳列できますように。」と
［334–351: 王権太鼓の心臓の採取］
Karinga鼓の二つの心臓を掘り出し、
［335］ それらを一つの igicuba壺に入れる。
MuhimaのMwurieで作った壺（114–115）に。
umutaabaの樹皮布で包み
umutaabaの紐（iinjiishi）で縛る。
それらはNkuunaの息子のNdungutseの所から来た物だ（199–201）。
［340］ Cyimumugizi鼓の二つの心臓を取り
それらを一つの igicuba壺に入れる
Nyundoの Gicuba147から運ばれた壺だ。
上記の樹皮布と上記の紐で包む。
Mpatsibihugu鼓の二つの心臓を取り
［345］ それらを一つの igicuba壺に入れる
Nyundoの Gicubaから運ばれた壺だ。
上記の樹皮布と上記の紐で包む。
Kiraagutse鼓の二つの心臓を取り
それらを一つの igicuba壺に入れる
［350］ MuhinaのMwurireから運ばれた壺だ（115）。
 147 ［342, 346］Gicuba: igicuba壺との語呂合わせ。
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上記の樹皮布と上記の紐で包む 148。
［352–366: 心臓の掘り穴に種をまく］
上記（213）の Bumbogo産の種を取りだし、
それらを上記（262）の水飼い槽［根を掘った穴のこと］に散らす、
こう言いながら：「ここに種があります。
［355］ ルワンダの王が常に種を
牛と人の種を持ちますように
ルワンダの太鼓たちが常に種を持ちますように
ルワンダの男たちが常に種を持ちますように
ルワンダの女たちが常に種を持ちますように
［360］ ルワンダの牛たちが常に種を持ちますように
王のルワンダが常に種を
牛と人の種を持ちますように。」
木の根元を掘った土を戻す
Umuramaの木が枯れないように。
［365］ 儀礼家たちの子供が上記（270–273）の牛乳を飲む
上記（233, 304）の飲物がたっぷりと注がれる 149。
 148 ［335–350］同様の処理法が「即位の道」614–619で起臥太鼓とその配偶太鼓の
心臓にも使われている。すなわち、「彼は起臥太鼓の二つの心臓を取り/［615］
Kabagariの igicuba壺に入れる/彼は Nyampundu鼓の二つの心臓を取り/上述の
igicuba壺に入れる。/上述の umutaabaの樹皮布と/umutaaba（の紐）を結びつ
ける。」（cf. 宇野 2013: 111）。
 149 ［352–366］同様の儀礼は「即位の道」620–629にも見える：［620］上述の種を取
り/上述の水飼い槽に入れる/こう言いながら：「ルワンダの王が常に種を持ちます
ように/ルワンダの太鼓たちが常に種を持ちますように/ルワンダの男たちが常に
種を持ちますように/［625］ルワンダの女たちが常に種を持ちますように/ルワン
ダの牛たちが常に種を持ちますように/王のルワンダが常に種を持ちますように」
/彼らは甕を上述の飲み物で満たす。/儀礼専門家の子供たちが上述の牛乳を飲む」
（宇野 2013: 111）。また、「即位の道」445–454には、類似の儀礼が起臥太鼓を粗
造りする時に掘った穴で行われる（宇野 2013: 108）。
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［367–375: 儀礼家たちの帰還］
上記（232）の雌羊たちは Kanyantaama（255）の所に残る。
一行は適切なクランの家に泊まりながら帰る。
雌牛が途中で足を折ったり、
［370］ 目が潰れたり、
何か病気にかかったら、
一行は止って宮廷に連絡し、
健全なもの（nzima）を送ってもらう。
宮廷には
［375］ 清浄なもの（amasugi）だけが戻るようにするために。
［376–384: 王権太鼓の材料を牛王祠に運ぶ］
一行は王のいる都に戻り、
王権雄牛たちの世話をするHeeka（62）の所に泊まる。
上記（103–109）の原木と上記（334–351）の心臓は
このHeekaの所に運ばれる。
［380］ 皮（121–144）は前日に裁断されている。
皮紐（568）は前日に切ってある
それらの毛は削ぎ取ってない。
翌朝、太鼓に出迎えられて
規則通り CyirimaまたはMutaraの所に出向く 150。
 150 ［384］411行以下の王権太鼓の更新儀礼をするため。
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d.　王権金槌の更新（385–410）
［385–410: 王権金槌を打つ儀式］151
［385］ 翌日、王は早く起き
後庭に鍛冶場を作らせる
Cyirimaの所またはMutaraの所の裏に。
王は羊の皮製の戦闘服（inkindi）を着て
ふいごを四回動かす
［390］ 王はMuhindaの子孫（84）に
ふいごを四回動かさせる
Muhindaの子孫はMutamwaの子孫 152に
ふいごを四回動かさせる
王は炉の前に行き
［395］ 王は王権金鎚 Nyarushara（86）に近づき
鉄を四回打つ
王はMuhindaの子孫に命じて
鉄を四回打たせる
Muhindaの子孫はMutamwaの子孫に
［400］ 鉄を打つ仕上げをさせる。
王は王権金鎚 Nyamigisha（87）に近づき
同じ動作が次々に行われる
王は王権金鎚Mpeteyinka（88）に近づき
同じ動作が次々に行われる
 151 ［385–410］類似の儀礼が「火の道」120–143（Cyirima祠の裏で鈴と統一者の鍬
を作る、d’Hertefelt & Coupez 1964: 60–61）、「太鼓に戦利品を飾る道」122–131
（Cyirima祠の裏で太鼓に装飾を吊るす留金を製造、宇野 2011: 107–108）「即位の
道」85–101と 881–894（唯一者の鍬の製造、宇野 2013: 91–92, 115）にある。
 152 ［392］「Mutamwaの子孫」：Muhindaの子孫を補助する鍛冶専門家。
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［405］ 王は王権金鎚 Nshinjamahugu（89）に近づき
同じ動作が次々に行われる
王は王権金鎚 Nunguyurwanda（90）に近づき
同じ動作が次々に行われる
王は王権金鎚 Nyamvura（91）に近づき
［410］ 同じ動作が次々に行われる。
e.　王権太鼓の更新（411–581）
［411–416: 冷水と熱湯の準備］
その間に、
上記（189）の Gisiiziの水と上記（190）のMbiziの水を混ぜる。
一方は沸騰し、他方は冷たい。
上記（193）の Buhangaの intago壺で水を沸かす
［415］ 上記（194）の umuramaの木を燃やした火の上で
Mayagaの首長（196）がもたらした木だ。
［417–430: 王権太鼓を出してくる］
王は主殿に行く
Cyirimaの所もしくはMutaraの所の。
Kabagariの住人［Tegeの儀礼王］が棚に行き
［420］ Karinga鼓の結びを解き
上記（224–226）のむしろを四枚与える。
彼は Cyimumugizi鼓の結びを解き
同様に上記のむしろを四枚与える。
―160―
彼はMpatsibihugu鼓の結びを解き
［425］ 同様に上記のむしろを四枚与える。
彼は Kiraagutse鼓の結びを解き
同様に上記のむしろを四枚与える。
このときだけ、王権太鼓は
むしろを敷いて地面におかれる。
［430］ 他の状況では、王権太鼓は常に台座や輿に乗せられる。
［431–450: 王権太鼓に冷水をかけて呪文を唱える］
王と Nyabirunguの子孫［Tegeの儀礼王］は
跪いて助け合いながら
Karinga鼓に冷水をかける
こう言いながら：「ここに冷たい水（uubuhoro）があります。
［435］ ルワンダの王が常に平和（ubuhoro）を持ちますように
ルワンダの太鼓たちが常に平和を持ちますように
ルワンダの男たちが常に平和を持ちますように
ルワンダの女たちが常に平和を持ちますように
ルワンダの牛たちが常に平和を持ちますように
［440］ 王のルワンダが常に平和を持ちますように。
ここに Gisiizi（189）とMbizi（190）の水があります。
ルワンダの牛と人間が
常に数え切れない（iimbizi）ほど多く（uurusiz）ありますように
ルワンダが常に数え切れないほど非常に多くありように。」153
 153 ［441–444］「GisiiziとMbiziの水があります…数え切れない（iimbizi）ほど非常に多く
（uurusiz）ありますように」：地名Mbizi と-bizi「数えきれない」、地名Gisiiziと -sizi
「非常に多い」の言葉遊び。「火の道」217–220にも同様の呪文と言葉遊びがある。
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［445］ 彼らは Cyimumugizi鼓に冷水をかける
これらの言葉を発しながら。
彼らはMpatsibihugu鼓に冷水をかける
これらの言葉を発しながら。
彼らは Kiraagutse鼓に冷水をかける
［450］ これらの言葉を発しながら。
［451–461: 王権太鼓に熱湯をかけ、血糊を王権金槌で除く］
王は姿勢を正す。
上記の熱湯が運ばれ、
Kabagariの住人が王権金鎚 Nyamvura（91,409）を使って
Karinga鼓の表面の凝血を掻き落とし
［455］ 皮紐と皮が見えるようにする。
彼は Cyimumugizi鼓の表面の凝血を掻き落とし
皮紐と皮が見えるようにする。
彼はMpatsibihugu鼓の表面の凝血を掻き落とし
皮紐と皮が見えるようにする。
［460］ 彼は Kiraagutse鼓の表面の凝血を掻き落とし
皮紐と皮が見えるようにする。
［462–469: 王権太鼓の皮を外す］
彼はナイフを持って Karinga鼓に近づき
皮紐と皮を外す。
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彼はナイフを持って Cyimumugizi鼓に近づき
［465］ 皮紐と皮を外す。
彼はナイフを持ってMpatsibihugu鼓に近づき
皮紐と皮を外す。
彼はナイフを持って Kiraagutse鼓に近づき
皮紐と皮を外す。
［470–503: 古い心臓を取り出し、鼓胴を点検する］
［470］ すべての太鼓から古い心臓を取り出す
彼が切った上記（103–109）の原木を運んでくる
Buberukaの Cyungo（103）産のそれは
Karinga鼓の後ろに置く。
Nyantangoの Ndoha（105）産のそれは
［475］ Cyimumugizi鼓の後ろに置く。
Nyantangoの Ndoha産の二本目のそれは
Mpatsibihugu鼓の後ろに置く。
Buhangaの Gipfuna（108）産のそれは
Kiraagutse鼓の後ろに置く。
［480］ Karinga鼓を起こして中を調べる
もしそれがひび割れていたら
Cyungo産の原木がその前に置かれる。
もし Karinga鼓がひび割れていなかったら
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それを即位させ［504–581に詳述］、
［485］ 原木は皮を張って（ikaremw）、運び去る。
Cyimumugizi鼓を起こして調べる
もし Cyimumugizi鼓がひび割れていたら
Ndoha産の原木の一つがその前に置かれる。
もし Cyimumugizi鼓がひび割れていなかったら
［490］ それを即位させ、
原木は皮を張って、運び去る。
Mpatsibihugu鼓を起こして調べる
もしMpatsibihugu鼓がひび割れていたら
Ndoha産の原木がその前に置かれる。
［495］ もしMpatsibihugu鼓がひび割れていなかったら
それを即位させ、
原木は皮を張って、運び去る。
Kiraagutse鼓を起こして調べる
もし Kiraagutse鼓がひび割れていたら
［500］ Gipfuna産の原木がその前に置かれる。
もし Kiraagutse鼓がひび割れていなかったら
それを即位させ、
原木は皮を張って、運び去る。
［504–509: 王権太鼓に散布する飲料の準備］
牛軍「尊敬すべき者たち」（121）が入場する。
［505］ 清浄な Tsoobeが搾乳する
清浄な Koobwaが搾乳する
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Nyabirunguの清浄な子孫が搾乳する
牛乳と上記（221–223）の飲物を
太鼓たちの前に置く。
［510–521: 王権太鼓に底の皮をつける］
［510］ Karinga鼓に近寄り、
太鼓の底の皮を固定する 154。
牛乳や飲物が地面に落ちないように。
Cyimumugizi鼓に近寄り、
太鼓の底の皮を固定する。
［515］ 牛乳や飲物が地面に落ちないように。
Mpatsibihugu鼓に近寄り、
太鼓の底の皮を固定する。
牛乳や飲物が地面に落ちないように。
Kiraagutse鼓に近寄り、
［520］ 太鼓の底の皮を固定する。
牛乳や飲物が地面に落ちないように。
［522–540: 王権太鼓の内側を清める］
今度は、太鼓たちを真っ直ぐに起こす。
美しい清めの水撒き具を運んでくる。
王に水かけするに値する。
 154 ［511］「太鼓の底の皮（icyahi cyo mw iisembe）を固定する（bagayiteer）」：同様
の作業は、「即位の道」642–643行以下にもある（cf. 宇野 2013: 111）。
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［525］ 王と Kabagariの住人が
それを上記（508）の牛乳と上記（508）の飲物の中に浸す 155
そして Karinga鼓の内側に散布する
こう言いながら：「ここに清浄なものがあります。
王が常に清浄でありますように
［530］ ルワンダの太鼓たちが常に清浄でありますように
ルワンダの男たちが常に清浄でありますように
ルワンダの女たちが常に清浄でありますように
ルワンダの牛たちが常に清浄でありますように
ルワンダが常に清浄でありますように。
［535］ ここに蜂蜜入りのソルガム・ビールと蜂蜜水があります
王が常に蜂蜜入りのソルガム・ビールと蜂蜜水を持ちますように
太鼓たちが常に蜂蜜入りのソルガム・ビールと蜂蜜水を持ちますよ
うに
男たちが常に蜂蜜入りのソルガム・ビールと蜂蜜水を持ちますように
女たちが常に蜂蜜入りのソルガム・ビールと蜂蜜水を持ちますように
［540］ ルワンダが常に蜂蜜入りのソルガム・ビールと蜂蜜水を持ち
ますように。」
［541–565: 王権太鼓に新しい心臓を入れる］
王と Kabagariの住人が
Karinga鼓の心臓を持ち
助け合って Karinga鼓の中に心臓を入れる 156
 155 ［525–540］同様の動作と祈祷によって新王の起臥太鼓の内部を清める方法が、
「即位の道」645–667行に見える（cf. 宇野 2013: 111）。
 156 ［541–557］同様の動作と祈祷によって新王の起臥太鼓に心臓を入れる方法が、
「即位の道」668–684行に見える（cf. 宇野 2013: 111）。
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こう言いながら：「ここに太鼓の心臓があります
［550］ 王が心臓を持ちますように
ルワンダの太鼓たちが心臓を持ちますように
ルワンダの男たちが心臓を持ちますように
ルワンダの女たちが心臓を持ちますように
ルワンダの牛たちが心臓を持ちますように
［550］ 全ルワンダが心臓を持ちますように。
ここに元気なもの［415の火］があります
王が元気でありますように
太鼓たちが元気でありますように
男たちが元気でありますように
［555］ 女たちが元気でありますように
牛たちが元気でありますように
全ルワンダが元気でありますように。」
彼らは Cyimumugizi鼓の心臓を持つ
彼らはMpatsibihugu鼓の心臓を持つ
［560］ 彼らは Kiraagutse鼓の心臓を持つ
彼らは助け合って太鼓の中に心臓を入れる。
先の言葉を繰り返す。
しかしこれらの三つの王権太鼓については
毎回次の言葉を付け加える：
［565］ 「しかし心臓を持つべき太鼓は Karinga鼓です」と 157。
 157 ［565］Karinga鼓こそが王権太鼓の筆頭であることを強調する。
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［566–581: 王権太鼓の皮を固定する］
Karinga鼓の皮が運ばれてくる
それを上面に広げる
王が八本の皮紐を固定する
上面と底に。
［570］ 彼は Kabagariの住人に
八本の皮紐を固定させる
上面と底に。
彼らは誰か皮の張り方を知っている儀礼家に
皮を張らせるが、皮紐を一本残させる
［575］ 最後の皮紐で王自身が完成させる。
他の三つの王権太鼓も同様にする。
王が八本の皮紐を固定する
上面と底に。
Kabagariの住人が同じことをする
［580］ 次いで彼らは誰か皮の張り方を知っている儀礼家に命令し
この人は皮紐を一本残して、王がそれを完成させる。
f.　火を生む儀礼（582–599）
［582–591: 王と Twaが新しい火をおこす］
発火錐が運ばれる。
Bwamiの子孫 158がそれをほどく。
王が四回それに刻みを彫る（agaciiriir）
［585］ Bwamiの子孫が四回刻みを彫る 159。
 158 ［583］「Bwamiの子孫」（uwo kwaa Bwami）： bwamiは「王権」の意。秘典では
「Bwamiの子孫」は王の発火錐の世話をする Twaを指す。
 159 ［584–585］「発火錐に溝を掘る」：溝に棒を当てて摩擦で火をおこす。
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王は小さな棒を［刻みに当てて］四回まわす
Bwamiの子孫に小さな棒を四回まわす。
彼らは棒を上記（199–200）の布切れの上で回す
Nkuunaの息子 Ndungutseの家からもたらされた布切れの上で。
［590］ 火が生れると、それを集め、
普通の火の中に入れる 160。
［592–599: 発火錐の新しい皮袋を作る］
発火錐の毛皮（197）が運ばれ
王は四本の皮紐をつける
上と下に。
［595］ 王は Bwamiの子孫にも
四本の皮紐をつけさせる
上と下に。
彼らは一人の清浄な男に作らせる
彼は一本の皮紐を残し、王が仕上げる。
g.　全国の更新行事（600–625）
［600–602: 人民の頭髪の更新］
［600］ このとき、われわれは年の初めにいる。
第二の月 ukwakiraだ。
人々の髪はまだ伸びていない 161。
 160 ［582–591］同様の発火の儀式が「即位の道」919–931行にある（訳文は宇野
2013: 117–118）。
 161 ［602］「髪はまだ伸びていない」：王が水飼い儀礼のために出発するときに皆が等
しく新しい髪を持っているようにするために、最初の月 nzeriに国民は髪を剃ら
された（Kagame 1947: 384 note 37）。
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［603–611: 宮廷の日常的儀礼］162
宮廷で浄めの水を担当する占い師は Roha163。
夜、王を警護する金鎚は Imiyobora164
［605］ 王権金鎚（86–91）は Cyirimaの所の棚に置かれる。
毎朝、それらは王に差し出される。
王は望むときに挨拶される。
毎夕、それらは王に差し出される。
王は望むときに就寝する。
［610］ 王の就寝時の太鼓の打ち方は igihubi（59, 650）
起床時の太鼓の打ち方は igihugu165。
［612–618: 国中の太鼓の更新］
このとき、ルワンダのすべての太鼓の皮を新調する。
太鼓はあっても牛がない者は
羊の皮を張る。
［615］ 羊がない者は、umutaabaの樹皮布（impuuzu）を張る
何も張る物がない者は
太鼓を昔の王宮跡の森（kigabiro）に捨てる。
以後、その人は死者を祀れない。
 162 ［603–611］この部分は「即位の道」303–330（宇野 2013: 105–106）に対応して
いる可能性もなくはないが、なぜここでこんなことを言うのか分かりにくい。
Kagame（1947: 384–385）は 600–625行に相当する部分を訳す際に、金鎚に関
する部分 604–609行を省略して、603行を 610行以下に続けている。d’Hertefelt 
& Coupezは 600–611行を “Intermède” （小休止）と呼んでいる（1964: 95）。
 163 ［603］Roha: ZigabaクランのHeekaリニジの分枝。清浄化が専門で、このあと
1198にも出てくる。宮廷で王は特製の水を振り掛けて浄められ、その水の容器
交代で管理する役人がいた（Delmas 1959: 157; Kagame 1947: 384 note 38; 
d’Hertefelt & Coupez 1964: 486）。
 164 ［604］Imiyobora: 王と行動を共にする二個の小さな金槌。悪霊から守ると考え
られた。-yoborは「祖霊に住まいを指し示す」（54, 74参照）の意味（d’Hertefelt 
& Coupez 1964: 461）。
 165 ［611］igihugu: 不明。ここにしか出てこない。
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［619–625: 国中の皮衣と帯の新調］
全住民が皮衣を新調する、
［620］ 茶色一色の。
皮のふさはつけない。
帯は編んだ繊維で作る。
それがない者は umutaabaを使う。
それもない者はパピルスを使う。
［625］ それもない者は両前足の皮を結び合わせる 166。
h.　王権太鼓の奉献（626–686）
［626–632: 王権太鼓と発火錐の完成］
王権太鼓は八日間で皮を張る。
九日目に王が来て完成させる。
彼は先ず Karinga鼓を完成させ、
次に Cyimumugizi鼓を完成させ、
［630］ 次にMpatsibihugu鼓を完成させ、
次に Kiraagutse鼓を完成させる。
最後に彼は発火錐を完成させる。
［633–635: 前庭の二分］
屋敷の中央を掘り、
土を使って屋敷を二つに分ける
［635］ 牛が動物と混ざらないようにするために 167。
 166 ［625］「両前足の皮を結び合わせる」：よくわからないが、帯の代りらしい。
 167 ［635］「牛が動物と混ざらないようにするために」：清浄性を維持するためか。
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［636–637: 廃物の埋納］
太鼓たちの廃物 168は別にする。
発火錐の廃物も別に埋められる 169。
［638–640: 王権太鼓への雄牛の供犠］
「戦う者たち」170の雄牛を一頭連れてくる
それを殺し、その血を集め
［640］ その血を上記（628–631）の王権太鼓に塗る。
［641–647: 祖霊祠での太鼓の披露］
その間に太鼓たちを泊める場所を占う、
王の父の所か、王の祖父の所かを。
王はそこに行って祈る。
王に王権金鎚を差し出す。
［645］ 王に発火錐を差し出す 171。
王は玉座に座り、
太鼓が鳴る。
［648–670: 王が王権太鼓を叩き、性行為をする］172
王権太鼓たちが入場する。
 168 ［636］「太鼓たちの廃物」： -remuuro 3, 4. 新品と交換して外した古い鼓面の皮や
皮紐など（Coupez et al. 2005: 1898）。
 169 ［637］「埋められる」（-byarirw）：宮廷儀礼で使った様々な「聖なる物」は埋め
る。宇野 2012: 75, note 94参照。
 170 「戦う者たち」：牛軍の名前（Indwanyi）。各牛軍から宮廷に供出された食肉用の
牡牛を集めた牛軍（Kagame 1952: 48 #97b; Kagame 1961: 9）。「戦う者たち」の
雄牛を殺してその血を太鼓に塗る作業は「即位の道」698–699に見える（cf. 宇
野 2013: 111）。
 171 ［644–645］王権金槌と発火錐は王に随行する。
 172 ［648–668］：同様のテキストが「即位の道」1003–1044にある。
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Karinga鼓が入場する。
［650］ 王が igihubiのリズムでそれを叩く、四回
そして Nyabirunguの子孫［Tegeの儀礼王］に［撥を］渡し、
後者は igihubiのリズムで叩く、四回。
彼は［撥を］Nyamigezi173の子孫に命じて王に差し上げる。174
Cyimumugizi鼓が入場する
［655］ 王が igihubiのリズムでそれを叩く、四回
王は［撥を］Tanduraに渡し
後者が igihubiのリズムでそれを叩く、四回
打ち終わったら、撥を自分で王に差し上げる。
Mpatsibihugu鼓が入場する
［660］ 王が igihubiのリズムでそれを叩く、四回
王は［撥を］Tanduraに渡し
後者が igihubiのリズムでそれを叩く、四回
次いで、撥を自分で王に差し上げる。
Kiraagutse鼓が入場する
［665］ 王が igihubiのリズムでそれを叩く、四回
王は Nyabirunguの子孫に
igihubiのリズムでそれを叩かせる、四回
後者は Nyamigeziの子孫に［打ち終わったら撥を］王に差し上げ
させる。
 173 ［653］「Nyamigezi」： Busigi（現ルワンダ東北部の Byumba地方）の土酋
（hinza）Nyamikenkeの息子ないし孫。その子孫の 1人が Karinga鼓を作った
り、見つけたりしたという伝承がある。詳しくは宇野 2013: 100 note 38参照。
 174 ［653］「撥を差し上げる」：同じ動作が「即位の道」1008, 1015, 1019に見える
（宇野 2013: 122–123）。
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太鼓たちは戦闘の順序で整列する。
［670］ 敷居の中央に並んで。
「尊敬すべき者たち」（121）が入場する。
清浄な Tsoobeが搾乳する
彼は清浄な Koobwaに搾乳させる
後者は Nyabirunguの清浄な子孫に搾乳させる。
［675］ 蜂蜜入りのソルガム・ビールを二壺運びこむ。
蜂蜜ビールを二壺運びこむ
そして牛乳を四つの inkongooro壺に。
それらを太鼓の前に置く。
王はストローを持ってきて
［680］ 上記の発酵飲料を飲む。
儀礼家たちの子供たちが牛乳を飲む。
主要な儀礼家たちが上記の発酵飲料を飲み干す。
太鼓たちは退いて棚に行く。
夜になると、王は行為をする。
［685］ 翌朝、
太鼓たちは Cyirimaの所またはMutaraの所に戻る。
以上で「水飼いの道」の前半が終了する。
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